























































話をかけてくるなんて，まったく（“This is certainly a peculiar time to call 















































































文「死者をおこす── J. D. サリンジャー『キャッチャー・イン・ザ・ライ』
におけるラザロのエピソードのパロディと死者の存在論」を，公開講義の
「感情」というテーマにそって修正したものである。
